
盛岡地区交流会報告 
 

日時：２０２５年１０月８日（水）１３：３０～１５：３０ 

場所：アイーナ６階団体活動室２ 

参加：藤原世話人、端坂（記） 

   他６名  

内容： 

1. 岩手県支部活動報告（端坂） 

⚫ 全国パーキンソン病友の会本部理事について 

⚫ 国会請願について 

⚫ 宮城県支部主催「北海道・東北ブロック交流会」について 

⚫ 中部保健所主催「パーキンソン病患者・家族の集い」について 

⚫ 北海道支部から若年性パーキンソン病の情報提供してもらえるようになった 

2. 近況報告 

A さん 

⚫ 端坂支部長から情報提供された「管理栄養士の私とパーキンソン病の私」講師：山

口美佐先生の無料ウェビナーを聴講した。大変参考になりました。情報提供ありがとう

ございます。 

⚫ 娘の脅迫的な間食は治まっている。食べてはいけない等の注意をせず、見守っていた

ら自分で間食を食べなくても調子が悪くならないことに気づいたようです 

端坂 

⚫ 脅迫的な行動は注意するとエスカレートすることがあるので、黙って見守ることが大事

である。今回、娘さんが自分で気づいて良かったです。 

B さん 

⚫ 息子が指定難病医療費受給者証をもらうことができて経済的な負担が軽減した。端

坂支部長のアドバイスのおかげです。ありがとうございます。 

⚫ 鬱症状、パーキンソン病の症状も落ち着いて職場復帰できた。最初は産業医の指導

で残業なしから始めて現在は残業１０時間までできるようになった。 

端坂 

⚫ パーキンソン病を患いながら、仕事を続けていくには職場の病気の理解と協力が絶対

に必要である。私はパーキンソン病であることを上司にあかして、定期的な面談で上司

に病状について伝えて理解と協力してもらった。職場の理解があったおかげで病状が悪

化し、服薬調整の入院を年に６回しても退院後は快く受け入れてくれ、歩行困難で



出社できなくなるまで、仕事を続けることができた。 

⚫ 特に若年性パーキンソン病の場合は病気と付き合いながら長く仕事をすることになるの

で無理せず、細く長く仕事をすることが大事と思います。数年後には新たな治療方法

が保険適用される可能性があることを期待して 

C さん 

⚫ DBS手術受けて L ドバ製剤を１００ｍｇ×３と薬が大幅に減って良かった。先日、電

池交換した。４年経過すると薬の効果が切れて歩行困難になることが多くなってきた。

端坂支部長はどうですか？ 

端坂 

⚫ 私はＤＢＳ手術して５年目です。順天堂大学病院でＤＢＳ手術を受けたが、電圧を

上げるとベットの枠を強く握らないと抑えられないほど体が勝手に動くため、退院の目

安となる電圧まで上げられなかった。ＤＢＳ手術を受けると職場復帰ができるとの望み

がかなわず、退職して杖を使って何とか歩ける状態で新幹線で実家にもどった。実家

に戻ってすぐに「歩きたい」との強い思いでリハビリ（散歩）を始めた。毎日、散歩を続け

ていると半年後には５０００歩歩けるようになった。薬に頼らなくても歩けるようになること

を経験しているが５年も経つと病状が進行し、歩きにくくなった。薬を無駄に増やさずに

オフにならないためにスタレボ５０ｍｇを増やしてもらい服薬間隔を１時間短くしたとこ

ろ、オフにならなくなった。自分ではこれ以上薬を増やしたくないのでリハビリ（散歩）の

回数を増やして頑張っている。Ｃさんも５０ｍｇを増やすと服薬間隔が短くなり、オフに

ならなくなるのではないか。主治医に相談してみて下さい。 

Ｃさん 

⚫ 身体障害者手帳はとれますか 

端坂 

⚫ パーキンソン病の場合は条件を満たせば体幹機能障害で身体障害者手帳をとること

ができる。私は３級の身体障害者手帳を持っている。主治医にオフの状態を診てもら

ってはどうか 

 

次回予定 

日時：２０２５年１２月２４日（水）１３：３０～１５：３０ 

場所：アイーナ 6 階団体活動室２ 


